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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】電子制御により施錠・解錠して盗難を防止し、 
鍵を携帯する必要がなく、使用に便利な、電子制御電池 
ケースロックを提供する。
【解決手段】ベース１０と電池ケース２０を含む電池ケ 
ースの取り外し可否を電子制御するロックである。ベー 
スの第１ベースホルダ１１は電子制御器と係止部材を含 
む。電池ケースはベースに分離可能に設置される。係止 
部材は、電池ケースの第１電池係止部２１と係合するま 
で移動又は回転し、電池ケースを分離不能にできる。電 
子制御器は係止部材を第１電池係止部から離脱するまで 
移動又は回転させることができる。通常時、ベースの係 
止部材は第１電池係止部と係合して電池ケースにベース 
を離脱不能にさせ、解錠時、電子制御器を信号制御する 
だけでベースの係止部材を第１電池係止部から離脱させ 
、電池ケースを取り外し可能にできる。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全16頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 制 御 器 及 び 係 止 部 材 を 含 む 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ を 有 し 、 前 記 電 子 制 御 器 は 、 前 記 係 止  
部 材 の 移 動 又 は 回 転 を 駆 動 可 能 で あ る ベ ー ス と 、
　 前 記 ベ ー ス に 分 離 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ 電 池 係 止 部 を 有 し 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ  
の 前 記 係 止 部 材 は 、 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 に 係 止 す る ま で 移 動 又 は 回 転 す る こ と が で き 、 前  
記 係 止 部 材 が 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 に 係 止 す る 時 、 前 記 電 池 ケ ー ス は 、 前 記 ベ ー ス か ら 分 離  
不 能 と な り 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ の 前 記 電 子 制 御 器 が 前 記 係 止 部 材 を 駆 動 し て 前 記 第 １  
電 池 係 止 部 か ら 離 脱 す る ま で 移 動 又 は 回 転 さ せ る こ と が で き る 電 池 ケ ー ス と 、
　 を 含 む 、 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ベ ー ス は 、 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ を 更 に 含 み 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 及 び 前 記 第 ２ ベ ー  
ス ホ ル ダ は 、 そ れ ぞ れ 前 記 ベ ー ス の 両 端 に 位 置 し 、
　 前 記 電 池 ケ ー ス は 、 第 ２ 電 池 係 止 部 を 更 に 含 み 、 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 及 び 前 記 第 ２ 電 池  
係 止 部 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 電 池 ケ ー ス の 両 端 に 位 置 し 、 前 記 電 池 ケ ー ス が 前 記 ベ ー ス の 前 記  
第 １ ベ ー ス ホ ル ダ と 前 記 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ と の 間 に 配 置 さ れ る 時 、 前 記 第 ２ 電 池 係 止 部 及  
び 前 記 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ は 、 互 い に 係 合 し 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ の 前 記 第 ２ 係 止 部 材 は  
、 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 か ら 離 れ た 後 、 前 記 第 ２ 電 池 係 合 部 は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う  
に 傾 斜 し て 前 記 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ か ら 離 脱 す る こ と が で き る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 制 御 電  
池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 及 び 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 に 設 け ら れ る ガ イ ド 構 造 を 更 に 有 し 、 前  
記 第 ２ 電 池 係 止 部 及 び 前 記 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ が 傾 斜 し て 互 い に 結 合 さ れ る 時 、 前 記 第 １ 電  
池 係 止 部 は 、 前 記 ガ イ ド 構 造 に 沿 っ て 前 記 ベ ー ス に 向 か っ て 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 内 に 挿  
入 で き る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 係 止 部 材 は 、 常 態 的 に 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 と 係 合 す る 方 向 に 移 動 又 は 回 転 す る 請 求  
項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 子 制 御 器 に 回 転 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 回 転 部 材 は 、 偏 心 部 が 突 出 さ れ 、 前 記 電 子  
制 御 器 は 、 前 記 回 転 部 材 を 介 し て 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 か ら 離 れ る 方 向 に 向 け て 前 記 係 止 部  
材 を 移 動 又 は 回 転 し 、 前 記 係 止 部 材 を 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 か ら 離 脱 さ せ る 請 求 項 １ ～ ３ の  
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 及 び 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 の 一 方 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル  
ダ 及 び 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 の 他 方 に 選 択 的 に 係 合 す る 手 動 解 錠 部 材 を さ ら に 有 し 、 前 記 係  
止 部 材 が 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 か ら 離 脱 し 且 つ 前 記 手 動 解 錠 部 材 が 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 及  
び 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 の 他 方 か ら 離 脱 す る 時 、 前 記 電 池 ケ ー ス は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 脱 す  
る こ と が で き る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 内 に は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 を 押 し  
動 か す 傾 向 を 有 す る 少 な く と も １ つ の 分 離 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 係 止 部 材 が 第 １ 電 池 係 止  
部 か ら 離 脱 す る 時 、 前 記 分 離 部 材 は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 を  
押 し 動 か し 、 前 記 手 動 解 錠 部 材 を 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 及 び 第 １ 電 池 係 止 部 の 他 方 に 係 合  
さ せ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 内 に は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 を 押 し  
動 か す 傾 向 を 有 す る 少 な く と も １ つ の 分 離 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 係 止 部 材 が 第 １ 電 池 係 止  
部 か ら 離 脱 す る 時 、 前 記 分 離 部 材 は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 を  
押 し 動 か す 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。



10

20

30

40

50

JP 3248086 U 2024.8.19(3)

【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 電 子 制 御 器 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 係 止 部 材 が 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 に 係 止 す る ま  
で 移 動 又 は 回 転 し た か を 感 知 す る 係 止 部 材 セ ン サ を 更 に 含 む 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項  
に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 係 止 部 材 セ ン サ は 、 ２ つ の 感 知 ユ ニ ッ ト 及 び ２ つ の 被 感 ユ ニ ッ ト を 含 み 、 前 記 ２ つ  
の 感 知 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 電 子 制 御 器 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 電 子 制 御 器 上 に は 、 回 転 部  
材 が 設 け ら れ 、 前 記 電 子 制 御 器 は 、 前 記 回 転 部 材 を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 前 記 係 止 部 材  
を 移 動 又 は 回 転 さ せ 、 前 記 電 子 制 御 器 の 前 記 回 転 部 材 に 対 す る ２ つ の 反 対 方 向 の 回 転 は 、  
そ れ ぞ れ 前 記 ２ つ の 感 知 ユ ニ ッ ト に 向 か っ て 前 記 ２ つ の 被 感 ユ ニ ッ ト を 押 し 動 か し 、 各 前  
記 被 感 ユ ニ ッ ト が 押 し 動 か さ れ た 後 に 対 応 す る 前 記 感 知 ユ ニ ッ ト に よ っ て 感 知 さ れ る こ と  
が で き る 請 求 項 ９ に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 電 池 ケ ー ス の 取 り 外 し の 可 否 を 電 子 的 に 制 御 す る ロ ッ ク 、 特 に 電 動 自 転 車 用  
の 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 代 社 会 で は 、 多 く の 電 子 機 器 が 電 源 と し て 電 池 を 使 用 し て い る が 、 そ れ ら の 電 池 は 、  
往 々 に し て ラ ッ チ で 電 子 機 器 に 固 定 さ れ て い る だ け で 、 実 際 に は 施 錠 さ れ て い な い 。 こ の  
よ う な 設 計 は 、 家 屋 内 で 使 用 す る 、 又 は 携 帯 す る 電 子 機 器 に 使 用 す る 場 合 に は 問 題 が な い  
が 、 屋 外 に 設 置 さ れ る 電 子 機 器 に 使 用 す る 場 合 、 そ の 電 池 が 悪 意 の あ る 者 に 盗 ま れ る 可 能  
性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 盗 難 防 止 効 果 を 得 る た め に 電 池 に 錠 を 設 け る こ と も で き る が 、 ユ ー ザ 自 身 が 電 池 を 取 り  
外 す 時 に 鍵 を 必 要 と し 、 使 用 上 の 不 便 を 招 く 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 述 の 従 来 技 術 の 欠 点 及 び 欠 点 を 考 慮 し 、 本 考 案 は 、 電 子 制 御 に よ っ て 解 錠 で き 、 鍵 を  
携 帯 す る 必 要 が な く 、 使 用 に 便 利 な 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 考 案 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 が 採 用 す る 技 術 手 段 は 、 電 子 制 御 器 及 び 係 止 部  
材 を 含 む 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ を 有 し 、 前 記 電 子 制 御 器 は 、 前 記 係 止 部 材 の 移 動 又 は 回 転 を 駆  
動 可 能 で あ る ベ ー ス と 、
　 前 記 ベ ー ス に 分 離 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ 電 池 係 止 部 を 有 し 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ  
の 前 記 係 止 部 材 は 、 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 に 係 止 す る ま で 移 動 又 は 回 転 す る こ と が で き 、 前  
記 係 止 部 材 が 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 に 係 止 す る 時 、 前 記 電 池 ケ ー ス は 、 前 記 ベ ー ス か ら 分 離  
不 能 と な り 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ の 前 記 電 子 制 御 器 が 前 記 係 止 部 材 を 駆 動 し て 前 記 第 １  
電 池 係 止 部 か ら 離 脱 す る ま で 移 動 又 は 回 転 さ せ る こ と が で き る 電 池 ケ ー ス と 、
　 を 含 む 、 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク と し て 設 計 さ れ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 利 点 は 、 電 池 ケ ー ス の ベ ー ス に 電 子 制 御 器 及 び 係 止 部 材 を 設 置 し 、 係 止 部 材 は  
、 移 動 又 は 回 転 可 能 に 電 池 ケ ー ス の 第 １ 電 池 係 止 部 に 係 合 す る こ と に よ っ て 、 通 常 時 に ベ  
ー ス の 係 止 部 材 が 第 １ 電 池 係 止 部 に 係 合 し て 電 池 ケ ー ス を ベ ー ス か ら 離 脱 不 能 に さ せ 、 解  
錠 し た い 時 、 電 子 制 御 器 を 信 号 制 御 す る （ 例 え ば 、 携 帯 電 話 の Ａ Ｐ Ｐ 等 ） こ と に よ っ て 、  
ベ ー ス の 係 止 部 材 を 第 １ 電 池 係 止 部 か ら 離 脱 さ せ る こ と が で き 、 こ の よ う に 、 電 池 ケ ー ス  
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と ベ ー ス の 固 定 を 解 除 し て 電 池 ケ ー ス を 取 り 外 し 可 能 に さ せ る 。 本 考 案 は 、 こ れ に よ り 、  
電 池 ケ ー ス を 施 錠 し て 盗 難 を 回 避 で き る と と も に 、 鍵 を 使 用 又 は 携 帯 す る 必 要 な く 電 池 ケ  
ー ス の 固 定 を 解 除 す る こ と が で き 、 使 用 に 便 利 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 を 自 転 車 に 取 り 付 け た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 部 材 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 部 材 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 部 材 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 一 側 か ら 見 た 断 面 動 作 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 一 側 か ら 見 た 断 面 動 作 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 他 側 か ら 見 た 断 面 動 作 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 他 側 か ら 見 た 断 面 動 作 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 考 案 の 他 側 か ら 見 た 断 面 動 作 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 考 案 の 部 材 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 考 案 の 部 材 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 考 案 の 凸 部 と 凹 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 考 案 の 凸 部 と 凹 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 考 案 の 電 池 ケ ー ス の 分 離 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 考 案 の 電 池 ケ ー ス の 分 離 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 考 案 の 電 池 ケ ー ス の 分 離 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 考 案 の 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ の 部 材 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 考 案 の 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ の 部 材 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 考 案 の 第 １ 係 止 部 材 セ ン サ の 断 面 動 作 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 考 案 の 第 １ 係 止 部 材 セ ン サ の 断 面 動 作 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 は 、 図 面 及 び 本 考 案 の 好 適 実 施 形 態 を 組 み 合 わ せ て 、 本 考 案 が 目 的 を 達 成 す る た め  
に 採 用 す る 技 術 手 段 を 更 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ 、 図 ２ 及 び 図 １ ７ を 参 照 し 、 本 考 案 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク は 、 ベ ー ス １ ０ 及  
び 電 池 ケ ー ス ２ ０ を 含 む 。 好 ま し く は 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ 、 ガ イ ド 構 造 ４ ０ 及 び 係 止 部 材  
セ ン サ ５ ０ を 更 に 含 む 。 本 考 案 は 、 好 ま し く は 、 自 転 車 に 適 用 さ れ 、 特 に は 、 電 動 自 転 車  
で あ っ て よ く 、 こ の 時 、 ベ ー ス １ ０ は 、 自 転 車 の フ レ ー ム の 一 部 で あ り 、 好 ま し く は 、 自  
転 車 の ダ ウ ン チ ュ ー ブ ９ ０ に 取 り 付 け ら れ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 自 転 車  
の 他 の 位 置 に 取 り 付 け て も よ く 、 又 は 自 転 車 以 外 の 他 の 任 意 の 場 合 に 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 電 池 ケ ー ス ２ ０ は 、 電 池 を 入 れ る 箱 で あ る が 、 電 池 の シ ェ ル と し て も よ い 。 ま た 、 電 池  
ケ ー ス ２ ０ は 、 各 種 異 な る 大 き さ 、 用 途 の 電 池 の ケ ー ス 又 は シ ェ ル で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 １ ０ を 参 照 し 、 前 述 の ベ ー ス １ ０ は 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ を 有 し 、  
本 実 施 形 態 で は 、 ベ ー ス １ ０ は 、 接 続 部 １ ３ 及 び 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ を 更 に 含 み 、 接 続  
部 １ ３ は 、 好 ま し く は 直 線 的 に 延 伸 し 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 及 び 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２  
は 、 そ れ ぞ れ 接 続 部 １ ３ の 両 端 に 接 続 さ れ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ベ ー ス １ ０ は 、 他 の  
形 状 で あ っ て よ く 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 及 び 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ は 、 直 線 の 両 端 に 位  
置 し て い な く と も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 述 の 電 池 ケ ー ス ２ ０ は 、 ベ ー ス １ ０ に 着 脱 可 能 に 設 け ら れ て お り 、 第 １ 電 池 係 止 部 ２  
１ を 有 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ は 、 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２ を 更 に 含 み 、 第 １ 電  
池 係 止 部 ２ １ と 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２ は 、 そ れ ぞ れ 電 池 ケ ー ス ２ ０ の 両 端 に 位 置 し 、 電 池 ケ  
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ー ス ２ ０ は 、 ベ ー ス １ ０ の 第 １ ベ ー ス 係 止 部 １ １ と 第 ２ ベ ー ス 係 止 部 １ ２ と の 間 に 配 置 で  
き 、 且 つ 好 ま し く は 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ と 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ と の 間 の 距 離 は 、 電  
池 ケ ー ス ２ ０ の 長 さ に 対 応 す る た め 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ の 両 端 （ 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ 及 び 第  
２ 電 池 係 止 部 ２ ２ ） は 、 そ れ ぞ れ ベ ー ス １ ０ の 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 及 び 第 ２ ベ ー ス ホ ル  
ダ １ ２ に 当 接 す る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 ベ ー ス １ ０ の 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 及 び 第  
２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ は 、 そ れ ぞ れ 電 池 ケ ー ス ２ ０ の 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ 及 び 第 ２ 電 池 係 止  
部 ２ ２ に 係 合 す る 。 但 し 、 こ れ に 限 ら ず 、 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ 及 び 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２  
を 有 さ ず 、 単 純 に 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ を 介 し て 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ を 係 合 さ せ る だ け で  
も よ く 、 例 え ば 、 ベ ー ス １ ０ に 溝 が 形 成 さ れ 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ が そ の 溝 内 に 収 容 さ れ 、 第  
１ 電 池 係 止 部 ２ １ は 、 溝 の 底 に 向 け ら れ 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ も 溝 の 底 に 位 置 し 、 こ の  
よ う に 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 及 び 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ の み を 介 し て 電 池 ケ ー ス ２ ０ に 係  
合 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ ～ 図 ６ 及 び 図 １ ７ を 参 照 し 、 前 述 の 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ は 、 電 子 制 御 器 １ １ １ 及  
び 係 止 部 材 １ １ ２ を 含 む 。 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 係 止 部 材 １ １ ２ の 移 動 又 は 回 転 を 駆 動 で  
き 、 係 止 部 材 １ １ ２ は 、 移 動 又 は 回 転 し て 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ と 係 合 で き 、 係 止 部 材 １ １  
２ が 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ と 係 合 す る 時 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ は 、 ベ ー ス １ ０ か ら 分 離 で き な く  
な り 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 係 止 部 材 １ １ ２ を 駆 動 し て 移 動 又 は 回 転 し て 第 １ 電 池 係 止 部  
２ １ か ら 離 脱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 係 止 部 材 １ １ ２ の 回 転 を 駆 動 す る こ と で 第 １ 電  
池 係 止 部 ２ １ か ら 離 脱 し 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 制 御 エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク バ ス （ Ｃ ｏ ｎ ｔ  
ｒ ｏ ｌ ｌ ｅ ｒ   Ａ ｒ ｅ ａ   Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ   Ｂ ｕ ｓ ， Ｃ Ａ Ｎ   ｂ ｕ ｓ ） 及 び ブ ル ー ト ゥ ー  
ス （ 登 録 商 標 ） ロ ー エ ナ ジ ー （ Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ   Ｌ ｏ ｗ   Ｅ ｎ ｅ ｒ ｇ ｙ ，   Ｂ Ｌ Ｅ ）  
シ ス テ ム を 有 し 、 全 地 球 測 位 シ ス テ ム （ Ｇ ｌ ｏ ｂ ａ ｌ   Ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ｉ ｎ ｇ   Ｓ ｙ ｓ  
ｔ ｅ ｍ ，   Ｇ Ｐ Ｓ ） を 搭 載 可 能 で あ る 。 ま た 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 有 線 又 は 無 線 を 通 じ  
て 制 御 で き 、 好 ま し く は 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 携 帯 電 話 の Ａ Ｐ Ｐ を 通 じ て 制 御 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 係 止 部 材 １ １ ２ は 、 常 態 的 に 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ と 係 合 す る 方 向 に 移  
動 又 は 回 転 し 、 言 い 換 え れ ば 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 係 止 部 材 １ １ ２ を 第 １ 電 池 係 止 部 ２  
１ か ら 離 脱 さ せ る こ と に の み 使 用 さ れ る 。 し た が っ て 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ を 取 り 付 け た 時 、  
第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ が 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ に 係 合 す る 過 程 に お い て 、 第 １ 電 池 係 止 部 ２  
１ は 、 係 止 部 材 １ １ ２ を 押 し 退 け る こ と が で き 、 係 止 部 材 １ １ ２ を 逆 方 向 に 移 動 又 は 回 転  
さ せ る 必 要 が な く 、 こ れ に よ り 、 操 作 に 便 利 で あ る 。 ま た 、 好 ま し く は 、 係 止 部 材 １ １ ２  
に は 、 退 避 部 １ １ ２ １ が 設 け ら れ 、 退 避 部 １ １ ２ １ は 、 好 ま し く は 、 円 弧 状 で あ り 、 第 １  
電 池 係 止 部 ２ １ に よ っ て 当 接 さ れ 、 そ れ に よ り 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ が 係 止 部 材 １ １ ２ を 押  
し 退 け 易 く す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 内 に は 、 少 な く と も １ つ の 係 止 弾 性 部 材 １ １ ３ を 有  
し 、 具 体 的 に は 、 ね じ り バ ネ で あ り 、 係 止 部 材 １ １ ２ を 常 態 的 に 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ と 係  
合 す る 方 向 に 移 動 又 は 回 転 さ せ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 他 の 方 式 を 用 い て も よ く 、 例 え  
ば 、 磁 性 の 異 な る ２ つ の 磁 石 に 変 更 す る な ど の 方 法 も 可 能 で あ る 。 ま た 、 係 止 部 材 １ １ ２  
は 、 非 常 態 的 に 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ と 係 合 す る 方 向 に 移 動 又 は 回 転 し て 、 直 接 、 電 子 制 御  
器 １ １ １ に 係 止 部 材 １ １ ２ を 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ と 係 合 す る 方 向 に 移 動 又 は 回 転 さ せ て も  
よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 モ ー タ （ 好 ま し く は 、 サ ー ボ モ ー タ か ス テ ッ ピ  
ン グ モ ー タ ） で あ り 且 つ 回 転 部 材 １ １ ４ を 介 し て 係 止 部 材 １ １ ２ を 移 動 又 は 回 転 さ せ 、 回  
転 部 材 １ １ ４ は 、 偏 心 部 １ １ ４ １ が 突 出 さ れ 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 回 転 部 材 １ １ ４ を 回  
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転 さ せ る こ と で 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 又 は 回 転 さ せ 、 係 止 部 材 １ １ ２  
を 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ か ら 離 脱 さ せ る 。 好 ま し く は 、 偏 心 部 １ １ ４ １ は 、 回 転 部 材 １ １ ４  
の 軸 方 向 に 沿 っ て 回 転 部 材 １ １ ４ か ら 突 出 す る が 、 回 転 部 材 １ １ ４ の 中 心 か ら ず れ て お り  
、 回 転 部 材 １ １ ４ が 回 転 し た 後 、 偏 心 部 １ １ ４ １ は 、 係 止 部 材 １ １ ２ に 当 接 し て 回 転 を 駆  
動 す る こ と が で き 、 但 し 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 偏 心 部 １ １ ４ １ は 、 回 転 部 材 １ １ ４ の 周 縁  
に 径 方 向 に 突 出 し て も よ く 、 こ の よ う に 、 回 転 部 材 １ １ ４ は 、 カ ム と み な す こ と が で き 、  
同 様 に 係 止 部 材 １ １ ２ に 当 接 し て 回 転 を 駆 動 す る こ と も で き る 。 ま た 、 電 子 制 御 器 １ １ １  
は 、 移 動 す る こ と に よ っ て 係 止 部 材 １ １ ２ の 一 端 を 押 し て 係 止 部 材 １ １ ２ を 回 転 さ せ る こ  
と も で き 、 こ の 場 合 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 シ リ ン ダ 又 は リ ニ ア モ ー タ で あ っ て よ い 。 ま  
た 、 係 止 部 材 １ １ ２ は 、 回 転 形 式 で は な く 移 動 形 式 で あ っ て も よ く 、 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １  
と 係 合 す る 時 、 単 純 に 係 止 部 材 １ １ ２ を 移 動 さ せ て 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ ま で 伸 ば す だ け で  
よ く 、 こ の よ う に 、 同 様 に 、 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ の 分 離 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ 、 図 ５ 及 び 図 ７ を 参 照 し 、 前 記 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ は 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 及 び 第  
１ 電 池 係 止 部 ２ １ の 一 方 に 設 け ら れ 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 及 び 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ の 他  
方 に 選 択 的 に 係 合 す る 。 係 止 部 材 １ １ ２ が 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ か ら 離 脱 し 、 手 動 解 錠 部 材  
３ ０ が 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 及 び 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ の 他 方 か ら 離 脱 す る 時 、 電 池 ケ ー ス  
２ ０ は 、 ベ ー ス １ ０ か ら 離 脱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ 、 図 ８ 及 び 図 ９ を 参 照 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ は 、 第 １ 電 池 係 止 部  
２ １ に 設 け ら れ 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ に 選 択 的 に 係 合 し 、 好 ま し く は 、 手 動 解 錠 部 材 ３  
０ は 、 弾 性 を 有 し 、 引 っ 張 ら れ る こ と が で き 、 通 常 時 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ の 少 な く と も １  
つ の 当 接 部 ３ １ は 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ に 当 接 し て 電 池 ケ ー ス ２ ０ を （ 上 向 き に ） ベ ー  
ス １ ０ か ら 離 れ て 移 動 す る こ と が で き な く さ せ （ 図 ８ 参 照 ） 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ を 引 い た  
後 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ の 当 接 部 ３ １ を 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ か ら 離 脱 さ せ （ 図 ９ 参 照 ） 、  
電 池 ケ ー ス ２ ０ が ベ ー ス １ ０ か ら 離 脱 す る こ と を 阻 止 し な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ 、 図 ７ 及 び 図 １ ７ を 参 照 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 内 に 少 な く と  
も １ つ の 分 離 部 材 １ １ ５ が 設 け ら れ 、 ベ ー ス １ ０ か ら 離 れ る よ う に （ 上 向 き に ） 第 １ 電 池  
係 止 部 ２ １ を 押 し 動 か す 離 す 傾 向 を 有 す る 。 係 止 部 材 １ １ ２ が 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ か ら 離  
脱 す る 時 、 分 離 部 材 １ １ ５ は 、 ベ ー ス １ ０ か ら 離 れ る よ う に 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ を 押 し 動  
か し 、 こ の 時 、 好 ま し く は 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ は 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 及 び 第 １ 電 池 係  
止 部 ２ １ の 他 方 に 係 合 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 こ の 時 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ の 当 接 部 ３ １ が （  
上 向 き に ） 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ に 当 接 し 、 次 に 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ を 再 度 操 作 し て 電 池 ケ  
ー ス ２ ０ を ベ ー ス １ ０ か ら 離 脱 可 能 に さ せ る 。 但 し 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 係 止 部 材 １ １ ２  
と 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ は 、 同 時 に 係 合 し て も よ く 、 こ の 時 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ を 先 に 解 除 し  
て か ら 係 止 部 材 １ １ ２ を 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ か ら 離 脱 さ せ る 。 但 し 、 こ れ に 限 ら ず 、 分 離  
部 材 １ １ ５ は 、 手 動 解 錠 部 材 3 0 を 有 さ な い 場 合 に も 適 用 で き 、 係 止 部 材 １ １ ２ が 第 １ 電  
池 係 止 部 ２ １ か ら 離 脱 し た 後 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ の 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ が ベ ー ス １ ０ か ら 離  
さ れ て も よ く 、 こ の 時 、 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ を 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ か ら 分 離 さ せ る こ と  
が で き る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 分 離 部 材 １ １ ５ は 、 弾 性 要 素 で あ り 、 且 つ 好 ま し く は  
、 圧 縮 バ ネ で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ 及 び 図 １ ０ ～ 図 １ ３ を 参 照 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 ベ ー ス １ ０ の 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １  
１ と 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ と の 間 に 電 池 ケ ー ス ２ ０ が 配 置 さ れ る 時 、 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２  
と 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ と が 互 い に 係 合 し 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ の 係 止 部 材 １ １ ２ が 第  
１ 電 池 係 止 部 ２ １ か ら 離 脱 し た 後 、 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２ が ベ ー ス １ ０ か ら 離 れ る よ う に （  
上 向 き に ） に 傾 い て 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ か ら 離 脱 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 少 な く と も １ つ の 側 凸 部 １ ２ １ と 上 凸 部 １ ２ ２ が 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １  
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２ か ら 突 出 し 、 側 凸 部 １ ２ １ は 、 好 ま し く は ２ つ で あ る 。 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２ に は 、 少 な  
く と も １ つ の 側 凹 部 ２ ２ １ と 上 凹 部 ２ ２ ２ が 設 け ら れ 、 側 凹 部 ２ ２ １ は 、 好 ま し く は 、 ２  
つ あ る 。 側 凹 部 ２ ２ １ と 上 凹 部 ２ ２ ２ は 、 そ れ ぞ れ 側 凸 部 １ ２ １ と 上 凸 部 １ ２ ２ を 収 容 す  
る 。 但 し 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 各 凸 部 及 び 凹 部 の 数 や 位 置 は 、 必 要 に 応 じ て  
調 整 す る こ と が で き 、 凹 部 は 、 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ に 位 置 す る よ う に 変 更 し て も よ く 、  
凸 部 は 、 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２ に 位 置 す る よ う に 変 更 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 側 凸 部 １ ２ １ と 上 凸 部 １ ２ ２ の 上 面 及 び 底 面 は 、 傾 斜 面 で あ っ て よ く 、 且  
つ 側 凹 部 ２ ２ １ 及 び 上 凹 部 ２ ２ ２ の 上 側 内 壁 面 の 底 側 内 壁 面 は 、 斜 面 で あ っ て よ く 、 こ れ  
に よ り 、 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２ が ベ ー ス １ ０ か ら 離 れ る よ う に （ 上 向 き に ） 傾 い て 第 ２ ベ ー  
ス ホ ル ダ １ ２ か ら 離 脱 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ 、 図 ５ 及 び 図 ７ を 参 照 し 、 前 述 の ガ イ ド 構 造 ４ ０ は 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 及 び 第  
１ 電 池 係 止 部 ２ １ に 設 け ら れ 、 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２ 係 合 座 １ ２ 及 び 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２  
が 傾 斜 し て 互 い に 結 合 す る 時 、 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ が ガ イ ド 構 造 ４ ０ に 沿 っ て ベ ー ス １ ０  
に 向 か っ て （ 下 向 き ） に 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ に 挿 入 さ れ 、 こ れ に よ り 、 第 １ 電 池 係 止 部  
２ １ が 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ （ 左 右 ） に 対 し て 撓 む こ と を 防 止 す る 。 好 ま し く は 、 ガ イ ド  
構 造 ４ ０ は 、 少 な く と も １ つ の ガ イ ド ブ ロ ッ ク ４ １ と 少 な く と も １ つ の ガ イ ド 溝 ４ ２ を 含  
み 、 好 ま し く は 、 ３ つ の ガ イ ド ブ ロ ッ ク ４ １ と ３ つ の ガ イ ド 溝 ４ ２ を 含 み 、 ガ イ ド ブ ロ ッ  
ク ４ １ は 、 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ 上 に 成 形 さ れ 、 ガ イ ド 溝 ４ ２ は 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ 上  
に 成 形 さ れ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ４ １ は 、 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ に 成  
形 さ れ 、 ガ イ ド 溝 ４ ２ は 、 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ に 成 形 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ８ を 参 照 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ の 当 接 部 ３ １ が （ 上 向 き に ） 第 １ ベ  
ー ス ホ ル ダ １ １ に 当 接 す る 箇 所 は 、 ガ イ ド 溝 ４ ２ の 周 縁 で あ り 、 分 離 部 材 １ １ ５ が 第 １ 電  
池 係 止 部 ２ １ に 当 接 す る 箇 所 は 、 ガ イ ド ブ ロ ッ ク ４ １ で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ７ ～ 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 前 述 の 係 止 部 材 セ ン サ ５ ０ は 、 電 子 制 御 器 １ １ １ に 電 気  
的 に 接 続 さ れ 、 且 つ 係 止 部 材 １ １ ２ が 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ と 係 合 す る ま で 移 動 又 は 回 転 し  
た か を 感 知 す る こ と に 使 用 さ れ る 。 好 ま し く は 、 係 止 部 材 セ ン サ ５ ０ は 、 ２ つ の 感 知 ユ ニ  
ッ ト ５ １ と ２ つ の 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ を 含 み 、 ２ つ の 感 知 ユ ニ ッ ト ５ １ は 、 電 子 制 御 器 １ １  
１ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 電 子 制 御 器 １ １ １ の 回 転 部 材 １ １ ４ に 対 す る ２ つ の 反 対 方 向 へ の  
回 転 は 、 そ れ ぞ れ ２ つ の 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ を ２ つ の 感 知 ユ ニ ッ ト ５ １ に 向 か っ て 押 し 動 か  
し 、 各 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ は 、 押 し 動 か さ れ た 後 、 対 応 す る 感 知 ユ ニ ッ ト ５ １ に よ っ て 感 知  
さ れ る こ と が で き る 。 こ の ２ つ の 感 知 ユ ニ ッ ト ５ １ は 、 そ れ ぞ れ 解 錠 す る か 及 び 施 錠 （ 係  
合 ） す る か を 判 断 す る こ と に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 回 転 部 材 １ １ ４ の 一 側 面 に は 、 回 転 ガ イ ド 部 材 １ １ ４ ２ が 突 出 さ れ 、  
回 転 ガ イ ド 部 材 １ １ ４ ２ は 、 回 転 部 材 １ １ ４ の 回 転 軸 を 中 心 に 円 弧 状 に 延 伸 し 、 回 転 ガ イ  
ド 部 材 １ １ ４ ２ の 両 端 に は そ れ ぞ れ 傾 斜 面 を 有 し 、 各 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ が 移 動 台 上 に 設 け  
ら れ 、 移 動 台 上 に は 、 傾 斜 面 が 設 け ら れ 、 回 転 部 材 １ １ ４ が ２ つ の 反 対 方 向 に 回 転 す る 時  
、 ２ つ の 傾 斜 面 は 、 ２ つ の 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ の 移 動 台 の 傾 斜 面 に そ れ ぞ れ 当 接 し 、 こ れ に  
よ り 、 移 動 台 及 び 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ を 押 し 動 か す 。 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ は 、 好 ま し く は 、 磁  
石 で あ っ て 、 感 知 ユ ニ ッ ト ５ １ は 、 好 ま し く は 、 ホ ー ル セ ン サ で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ  
ず 、 両 者 を 逆 に 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ 、 図 ３ 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ を 参 照 し 、 本 考 案 は 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ を ベ ー ス １ ０ に 取  
り 付 け る 時 、 ま ず 電 池 ケ ー ス ２ ０ の 一 端 の 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２ を ベ ー ス １ ０ に 向 か っ て 傾  
い て ベ ー ス １ ０ の 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ に 挿 入 し 、 側 凹 部 ２ ２ １ 及 び 上 凹 部 ２ ２ ２ を そ れ  
ぞ れ 側 凸 部 １ ２ １ 及 び 上 凸 部 １ ２ ２ を 収 容 さ せ 、 そ の 後 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ の 他 端 の 第 １ 電  
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池 係 止 部 ２ １ の ガ イ ド ブ ロ ッ ク ４ １ を 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ の ガ イ ド 溝 ４ ２ に 沿 っ て 第 １  
ベ ー ス ホ ル ダ １ １ に 下 向 き に 挿 入 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 挿 入 過 程 に お い て 、 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ の 中 間 の ガ イ ド ブ ロ ッ ク ４ １ は 、 係 止 部 材 １ １  
２ の 退 避 部 １ １ ２ １ を 押 し 、 係 止 部 材 １ １ ２ に 係 止 弾 性 部 材 １ １ ３ を 圧 縮 し て 回 転 さ せ 、  
第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ を 定 位 置 に 移 動 さ せ た 後 、 係 止 弾 性 部 材 １ １ ３ は 、 再 び 係 止 部 材 １ １  
２ を 元 の 位 置 に 戻 し て 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ と 係 合 さ せ 、 こ の 時 、 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２ の 各  
凹 部 ２ ２ １ 、 ２ ２ ２ は 、 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ の 各 凸 部 １ ２ １ 、 １ ２ ２ も 完 全 に 収 容 す る  
。 こ れ に よ り 、 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ と 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ は 、 ２ つ の 反 対 方 向 か ら 挟  
ん で 電 池 ケ ー ス ２ ０ を 係 合 し 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ を ベ ー ス １ ０ か ら 分 離 不 能 に さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ ～ 図 １ ０ 及 び 図 １ ４ ～ 図 １ ６ を 参 照 し 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ を 取 り 外 し た い 時 、 ま ず 電  
子 制 御 器 １ １ １ が 回 転 部 材 １ １ ４ を 回 転 さ せ て 係 止 部 材 １ １ ２ を 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ か ら  
離 れ る よ う に 回 転 さ せ 、 次 に 分 離 部 材 １ １ ５ は 、 迅 速 に 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ を ベ ー ス か ら  
離 れ る よ う に （ 上 向 き に ） 押 し 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ （ 上 向 き に ） 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ に  
当 接 す る ま で 押 し 、 手 動 解 錠 部 材 ３ ０ を 引 き 、 こ の よ う に し て 、 第 １ 電 池 係 止 部 ２ １ を （  
上 向 き に ） 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ １ １ か ら 離 脱 さ せ 、 続 い て 第 ２ 電 池 係 止 部 ２ ２ を 傾 け て 第 ２  
ベ ー ス ホ ル ダ １ ２ か ら 離 脱 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 述 の 解 錠 の 過 程 に お い て 、 電 子 制 御 器 １ １ １ が 回 転 部 材 １ １ ４ の 回 転 を  
開 始 し た 時 に 、 解 錠 す る か ど う か を 判 断 す る 感 知 ユ ニ ッ ト ５ １ が 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ を 感 知  
す る と 、 回 転 部 材 １ １ ４ が 解 錠 位 置 に 到 達 し た と 判 断 し 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 回 転 を 停  
止 さ せ 、 特 定 時 間 （ 例 え ば 、 １ 秒 ） 後 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 回 転 部 材 １ １ ４ を 逆 回 転 さ  
せ 始 め 、 施 錠 す る か を 判 断 す る 感 知 ユ ニ ッ ト ５ １ が 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ を 感 知 す る と 、 回 転  
部 材 １ １ ４ が 施 錠 位 置 に 到 達 し た と 判 断 し 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は 、 回 転 を 停 止 さ せ る 。 前  
述 の 過 程 に お い て 、 電 子 制 御 器 １ １ １ が 一 定 時 間 （ 例 え ば ２ 秒 ） 回 転 （ 又 は 逆 回 転 ） し 始  
め た 後 、 解 錠 す る か ど う か を 判 断 す る 感 知 ユ ニ ッ ト ５ １ （ 又 は 施 錠 す る か ど う か を 判 断 す  
る 感 知 ユ ニ ッ ト ５ １ ） が セ ン ス 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ を 感 知 し な け れ ば 、 電 子 制 御 器 １ １ １ は  
回 転 を 停 止 さ せ る 。 感 知 ユ ニ ッ ト ５ １ と 被 感 ユ ニ ッ ト ５ ２ の 使 い 方 は 、 上 記 に 限 定 さ れ な  
い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 考 案 は 、 こ れ に よ り 、 電 池 ケ ー ス ２ ０ を 施 錠 し て 盗 難 を 防 ぐ こ と が で き 、 同 時 に 鍵 を  
使 用 又 は 携 帯 す る 必 要 な く 、 電 子 制 御 器 （ 例 え ば 携 帯 電 話 の Ａ Ｐ Ｐ ） を 介 し て 電 池 ケ ー ス  
２ ０ と ベ ー ス １ ０ の 固 定 を 解 い て 電 池 ケ ー ス ２ ０ を 取 り 外 し 可 能 に さ せ る こ と が で き 、 使  
用 に 便 利 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 １ ０   ベ ー ス
　 　 １ １   第 １ ベ ー ス ホ ル ダ
　 １ １ １   電 子 制 御 器
　 １ １ ２   係 止 部 材
１ １ ２ １   退 避 部
　 １ １ ３   係 止 弾 性 部 材
　 １ １ ４   回 転 部 材
１ １ ４ １   偏 心 部
１ １ ４ ２   回 転 ガ イ ド 部 材
　 １ １ ５   分 離 部 材
　 　 １ ２   第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ
　 １ ２ １   側 凸 部
　 １ ２ ２   上 凸 部
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　 　 １ ３   接 続 部
　 　 ２ ０   電 池 ケ ー ス
　 　 ２ １   第 １ 電 池 係 止 部
　 　 ２ ２   第 ２ 電 池 係 止 部
　 ２ ２ １   側 凹 部
　 ２ ２ ２   上 凹 部
　 　 ３ ０   手 動 解 錠 部 材
　 　 ３ １   当 接 部
　 　 ４ ０   ガ イ ド 構 造
　 　 ４ １   ガ イ ド ブ ロ ッ ク
　 　 ４ ２   ガ イ ド 溝
　 　 ５ ０   係 止 部 材 セ ン サ
　 　 ５ １   感 知 ユ ニ ッ ト
　 　 ５ ２   被 感 ユ ニ ッ ト
　 　 ９ ０   ダ ウ ン チ ュ ー ブ
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 7 月 2 日 ( 2 0 2 4 . 7 . 2 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 制 御 器 及 び 係 止 部 材 を 含 む 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ を 有 し 、 前 記 電 子 制 御 器 は 、 前 記 係 止  
部 材 の 移 動 又 は 回 転 を 駆 動 可 能 で あ る ベ ー ス と 、
　 前 記 ベ ー ス に 分 離 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ 電 池 係 止 部 を 有 し 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ  
の 前 記 係 止 部 材 は 、 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 に 係 止 す る ま で 移 動 又 は 回 転 す る こ と が で き 、 前  
記 係 止 部 材 が 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 に 係 止 す る 時 、 前 記 ベ ー ス か ら 分 離 不 能 と な り 、 前 記 第  
１ ベ ー ス ホ ル ダ の 前 記 電 子 制 御 器 が 前 記 係 止 部 材 を 駆 動 し て 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 か ら 離 脱  
す る ま で 移 動 又 は 回 転 さ せ る こ と が で き る 電 池 ケ ー ス と 、
　 を 含 む 、 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ベ ー ス は 、 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ を 更 に 含 み 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 及 び 前 記 第 ２ ベ ー  
ス ホ ル ダ は 、 そ れ ぞ れ 前 記 ベ ー ス の 両 端 に 位 置 し 、
　 前 記 電 池 ケ ー ス は 、 第 ２ 電 池 係 止 部 を 更 に 含 み 、 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 及 び 前 記 第 ２ 電 池  
係 止 部 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 電 池 ケ ー ス の 両 端 に 位 置 し 、 前 記 電 池 ケ ー ス が 前 記 ベ ー ス の 前 記  
第 １ ベ ー ス ホ ル ダ と 前 記 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ と の 間 に 配 置 さ れ る 時 、 前 記 第 ２ 電 池 係 止 部 及  
び 前 記 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ は 、 互 い に 係 合 し 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ の 前 記 係 止 部 材 は 、 前  
記 第 １ 電 池 係 止 部 か ら 離 れ た 後 、 前 記 第 ２ 電 池 係 止 部 は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 傾  
斜 し て 前 記 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ か ら 離 脱 す る こ と が で き る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ  
ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 及 び 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 に 設 け ら れ る ガ イ ド 構 造 を 更 に 有 し 、 前  
記 第 ２ 電 池 係 止 部 及 び 前 記 第 ２ ベ ー ス ホ ル ダ が 傾 斜 し て 互 い に 結 合 さ れ る 時 、 前 記 第 １ 電  
池 係 止 部 は 、 前 記 ガ イ ド 構 造 に 沿 っ て 前 記 ベ ー ス に 向 か っ て 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 内 に 挿  
入 で き る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 係 止 部 材 は 、 常 態 的 に 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 と 係 合 す る 方 向 に 移 動 又 は 回 転 す る 請 求  
項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 子 制 御 器 に 回 転 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 回 転 部 材 は 、 偏 心 部 が 突 出 さ れ 、 前 記 電 子  
制 御 器 は 、 前 記 回 転 部 材 を 介 し て 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 か ら 離 れ る 方 向 に 向 け て 前 記 係 止 部  
材 を 移 動 又 は 回 転 し 、 前 記 係 止 部 材 を 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 か ら 離 脱 さ せ る 請 求 項 １ ～ ３ の  
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 及 び 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 の 一 方 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル  
ダ 及 び 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 の 他 方 に 選 択 的 に 係 合 す る 手 動 解 錠 部 材 を さ ら に 有 し 、 前 記 係  
止 部 材 が 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 か ら 離 脱 し 且 つ 前 記 手 動 解 錠 部 材 が 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 及  
び 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 の 他 方 か ら 離 脱 す る 時 、 前 記 電 池 ケ ー ス は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 脱 す  
る こ と が で き る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 内 に は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 を 押 し  
動 か す 傾 向 を 有 す る 少 な く と も １ つ の 分 離 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 係 止 部 材 が 第 １ 電 池 係 止  
部 か ら 離 脱 す る 時 、 前 記 分 離 部 材 は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 を  
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押 し 動 か し 、 前 記 手 動 解 錠 部 材 を 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 及 び 第 １ 電 池 係 止 部 の 他 方 に 係 合  
さ せ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ ベ ー ス ホ ル ダ 内 に は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 を 押 し  
動 か す 傾 向 を 有 す る 少 な く と も １ つ の 分 離 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 係 止 部 材 が 第 １ 電 池 係 止  
部 か ら 離 脱 す る 時 、 前 記 分 離 部 材 は 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 を  
押 し 動 か す 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 電 子 制 御 器 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 係 止 部 材 が 前 記 第 １ 電 池 係 止 部 に 係 止 す る ま  
で 移 動 又 は 回 転 し た か を 感 知 す る 係 止 部 材 セ ン サ を 更 に 含 む 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項  
に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 係 止 部 材 セ ン サ は 、 ２ つ の 感 知 ユ ニ ッ ト 及 び ２ つ の 被 感 ユ ニ ッ ト を 含 み 、 前 記 ２ つ  
の 感 知 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 電 子 制 御 器 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 電 子 制 御 器 上 に は 、 回 転 部  
材 が 設 け ら れ 、 前 記 電 子 制 御 器 は 、 前 記 回 転 部 材 を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 前 記 係 止 部 材  
を 移 動 又 は 回 転 さ せ 、 前 記 電 子 制 御 器 の 前 記 回 転 部 材 に 対 す る ２ つ の 反 対 方 向 の 回 転 は 、  
そ れ ぞ れ 前 記 ２ つ の 感 知 ユ ニ ッ ト に 向 か っ て 前 記 ２ つ の 被 感 ユ ニ ッ ト を 押 し 動 か し 、 各 前  
記 被 感 ユ ニ ッ ト が 押 し 動 か さ れ た 後 に 対 応 す る 前 記 感 知 ユ ニ ッ ト に よ っ て 感 知 さ れ る こ と  
が で き る 請 求 項 ９ に 記 載 の 電 子 制 御 電 池 ケ ー ス ロ ッ ク 。
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